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皮膚科臨床アセット 10 巻
ここまでわかった 乾癬の病態と治療
書評者：塩原哲夫(杏林大学教授・皮膚科学)

今，乾癬の治療が熱い．学会で

も乾癬と生物学的製剤のセミナー

は，いつも満員の盛況である．現

在のところ，各種生物学的製剤を

自由に使えるのは，大学と総合病

院など一部の施設だけであること

を考えると，この状況は驚くべき

ことである．同じ慢性炎症性疾患

でありながら，いつも話題に事欠

かないアトピー性皮膚炎と違っ

て，乾癬がこのような一般的なブ

ームの対象となったことはなかっ

たのではあるまいか．しかし基礎

研究の対象としての乾癬は古くか

ら多くの研究者を惹きつけてお

り，その積み重ねはアトピー性皮

膚炎を大きく上回る．

そんな状況が，ここへ来て大き

く変わった．それは何と言って

も，Krueger らのグループによ

り 明 ら か に さ れ た TIP DC，

Th17 細胞説が，単なる研究室レ

ベルの仮説ではなく，それらの細

胞の働きを抑制することが実際の

治療法として極めて有用であるこ

とが明らかになったからに他なら

ない．アトピー性皮膚炎におい

て，いくらセラミドやフィラグリ

ンの異常が注目されても，それが

直ちに劇的な効果を生み出す薬剤

の開発にはつながらなかったこと

と比べて見ると良い．乾癬におい

ては，まさに仮説が仮説でなくな

ったのである．

このように病態の解明と治療が

見事に結びついた乾癬に，今注目

が集まるのは極めて当然であろ

う．これほどわかりやすい病気と

化した乾癬であるにもかかわら

ず，不思議なことに乾癬の病態と

治療を一冊にまとめた本は皆無で

あった．確かに生物学的製剤は乾

癬の治療に革命をもたらしたが，

いまだに多くの皮膚科医が用いて

いるのは旧来の外用，内服療法で

あり，紫外線療法である．つま

り，乾癬のすべてを一冊でまとめ

るのなら，この伝統的な治療法

と，新しい生物学的製剤による治

療をうまくバランスさせなければ

ならない．これがどちらに片寄っ

ても，本書の価値は半減してしま

う．つまり大学などで生物学的製

剤を駆使している医師から，伝統

的な治療のみを行っている実地医

家までを満足させるような本をま

とめることの困難さゆえに，その

ような本がなかったのである．し

かし，本書を見て，このような難

問が見事に，しかもあっさりと解

決されている事実に驚嘆させられ

た．そ こ に，『Visual Dermatol-

ogy』などでの企画力に定評のあ

る大槻教授の手綱さばきの素晴ら

しさを改めて見る思いがした．な

い項目を探すのが難しいくらい，

本書には現代皮膚科学が到達した

乾癬に関する知識のすべてが網羅

されている．

普通本書のようにすべてを網羅

しようとすると著者は多くなり，

項目毎のバラつきが目立ち，統一

性を失うとともにハンディさをも

失うことになる．編集者は完璧な

ものを作ろうとする意図と，手軽

さを失いたくないという 2つの考

えの間で揺れ動くのである．本書

がすべてを網羅しつつ，手軽さを

失っていないのは，本シリーズ独

自の箇条書きという記述法のお蔭

かもしれない．書く立場に立つ

と，本書のような記述法は，説明

的な文章をよく使う筆者のような

書き手は苦手なのだが，読者とし

て見た場合には著者ごとの記述の

バラつきがなくなり，通して見る

ときわめて読みやすいことに改め

て気付かされるのである．

B乾癬の今Cを一冊で知ること

ができ，しかもハンディにまとめ

られた本書を見て，値段をはるか

に上回る価値があると考えるのは

筆者だけではあるまい．生物学的

製剤を使えない実地医家の方々に

は，これからの乾癬治療を学ぶの

に最適の書であり，大学で生物学

的製剤を使いこなしている方々に

は，いつも座右において知識を確

認するための書として強く薦めた

い．
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